
金
滞
古
践
志
巻
十
八

明
宮
と
は
呼
ぴ
た
り
け
ん
。

。
溺
波
屋
宇
市
侮

字
市
が
奮
邸
は
、
泉
野
紳
枇
の
南
隣
の
家
に
て
‘
枇
殿
の
西
甫
に
蛍

れ
り
。
故
に
字
市
が
家
競
を
ば
西
南
宮
と
呼
べ
り
。
西
南
宮
を
ば
せ

た
み
や
と
い
ふ
0

・
瀬
波
屋
の
屋
鋭
に
か
た

E
れ
る
も
の
也
。
字
市
質

名
は
鶏
馬
、
別
鋭
東
北
痛
‘
或
は
徒
花
園
、
ま
た
駿
雪
機
‘
或
は
草

山
人
と
競
す
。
金
滞
に
て
風
雅
の
崎
人
民
て
、
狂
歌
に
共
の
名
を
と

ピ
ろ
か
せ
り
。
門
人
頗
る
多
く
、
江
府
の
萄
山
人
・
抜
錨
屋
の
飯
盛
、

坂
府
の
窓
廼
屋
・
鶴
廼
屋
な
ど
L

交
を
能
く
し
、
共
の
名
を
ひ
と
し

く
す
と
。
狂
歌
集
種
々
著
述
し
て
、
世
に
梓
行
し
流
布
す
。
人
口
に

除
失
す
る
秀
伺
ど
も
多
く
、
叉
在
世
中
の
停
話
共
も
多
く
、
子
v
今
世

人
口
碑
す
。
嘉
永
の
初
頃
に
や
、
金
津
町
合
所
の
町
役
人
と
成
る
。

或
年
の
七
月
町
役
人
の
肝
煎
共
多
く
締
役
昇
進
し
、
宇
一
も
一
階
鼻

り
け
る
に
、
同
僚
共
け
ふ
の
一
何
は
如
何
と
勤
め
け
れ
ば
.
取
り
も

あ
へ
宇
蝉
の
獲
を
き
L
て
詠
み
出
す
。

め
ん
/
¥
は
さ
き
へ

f
¥と
昇
り
け
る

我
も
そ
の
尾
に
つ
く
/
¥
字
市

叉
或
年
の
多
、
藩
侯
鹿
野
に
出
で
給
ふ
遇
筋
の
町
家
毎
の
軒
端
に
‘

渡
せ
し
年
の
容
の
伺
民
、

容
の
野
と
ゐ
も
へ
ば
零
と
す
み
れ
草

き
え
て
ゆ
く
の
と
も
え
出
づ
る
の
と

O
寅
池
山
大
蓮
寺

浮
土
宗
也
。
天
明
六
年
の
由
来
容
に
云
ふ
。
蛍
寺
関
山
術
連
枇
庚
春

恕
白
上
人
、
最
前
は
能
州
七
尾
西
光
寺
之
位
職
之
成
‘
箆
長
九
年
小

塚
淡
路
営
地
金
棒
へ
招
請
被
v
致
、
御
厩
町
民
寺
建
立
罷
在
蕗
、
共
後

御
用
地
位
相
成
被
=
召
上
一
銭
=
代
地
-
於
=
地
黄
煎
町
-
五
十
間
四
方
之
寺

地
拝
領
被
昌
仰
付
吋
一
然
底
遼
所
不
排
に
付
、
御
断
申
上
移
縛
奉
v
願
慮
、

野
町
民
於
而
寺
地
五
百
歩
拝
領
被
唱
仰
付
吋
門
前
家
数
六
軒
有
'
之
。
と

記
載
せ
り
。
按
宇
る
に
、
七
尾
西
光
寺
は
鹿
島
郡
小
島
村
に
あ
り
。
七

尾
の
近
隣
な
る
故
に
、
七
尾
西
光
寺
と
載
せ
た
る
怠
る
ぺ
し
。
御
厩

町
は
貞
享
由
来
書
に
御
馬
屋
町
と
あ
り
。
今
柿
木
畠
御
厩
橋
の
地
漣

た
る
ぺ
し
。
野
町
の
今
の
地
へ
移
柑
仰
せ
し
年
暦
鮮
か
友
ら
・
?
と
い
へ

ど
も
、
延
賓
の
金
津
闘
に
既
に
下
の
如
〈
載
せ
た
り
。

。
野
町
願
念
寺

東
波
民
宗
道
場
也
。
明
細
岐
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
は
鹿
敵
也
。
鹿
紡

は
山
城
固
愛
宕
郡
常
楽
町
下
問
丹
後
法
橋
の
次
男
に
て
、
幼
名
を
玉

金
滞
古
蹟
志
巻
十
八

ニ
O

大
棋
を
か
け
て
干
し
置
き
け
る
を
、
役
人
共
、
目
障
に
成
る
ぺ
し
悉
〈

卸
さ
せ
と
の
事
怠
り
し
か
ど
、
指
懸
り
取
卸
す
べ
き
術
た
く
‘
無
z
是

非
-
貨
を
鯨
け
て
、
見
ね
ざ
る
や
う
に
た
し
置
き
た
れ
ば
、
字
市
取
り

あ
へ
宇
卸
吟
に
。

【
患
-

御
通
り
に
大
根
た
る
し
治
そ
た
っ
て

醤
油
が
沿
う
て
酢
を
か
け
て
泣
く

又
或
年
の
春
、
執
政
前
回
土
佐
守
の
邸
内
た
る
桃
の
花
見
に
招
か
れ

け
る
に
、
宇
市
も
伺
侯
し
け
る
が
‘
人
々
詩
歌
俳
譜
・
な
ど
を
作
り
、

各
短
冊
に
し
た
L
め
、
桃
花
の
枝
に
結
び
つ
け
L
る
に
、
宇
一
も
同

じ
く
一
首
仕
り
け
り
。

・
ふ
ん
ど
し
に
あ
ら
ね
ど
か
い
て
さ
げ
に
け
り

も
L
の
あ
は
ひ
に
結
ぶ
短
冊

右
の
詠
歌
ど
も
は
‘
元
よ
り
蛍
座
の
座
興
に
詠
出
せ
し
何
悲
り
し
か

ど
、
共
の
頓
智
怜
倒
の
程
訟
も
ひ
や
る
ぺ
し
。
此
の
外
前
件
の
如
き

詩
話
多
し
と
い
へ
ど
も
、
袋
に
略
す
。

或
は
一
玄
ふ
。
春
興
の
何
K
.

さ
わ
ら
び
が
に
ぎ
り
と
ぶ
し
を
振
あ
げ
て

山
の
か
た
つ
ら
は
る
風
ぞ
ふ
〈




